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No.11

たまには
まちだ
の

どう下水

9月10日は下水道の日です。町田市の下水道の仕組みや役立つ情報などを紹介します。
じょう ほう しょう かい

詳 細 調 査
精
せい

度
ど

の高いカメラで下水道管の中を調査し、異常箇
か

所
しょ

がないか

確
かく

認
にん

します。異常箇所を見つけたら決められた基準にそって、

《修繕》、《改
かい

築
ちく

工事》、《経
けい

年
ねん

観
かん

察
さつ

》に分けて対
たい

応
おう

します。

下水道施設（下水道管・下水下水道施設（下水道管・下水処処
しょしょ

理理
りり

場場
じょうじょう

）の）の
老老
ろうろう

朽朽
きゅうきゅう

化化
かか

が進むにつれ、が進むにつれ、
これからもっとお金がかかってきますこれからもっとお金がかかってきます

老朽化した下水道施設の計画的な維持管理を行っていく必
ひつ

要
よう

があります。

「町田市ストックマネジメント計画」に基
もと

づき、効率的に下水道管や

下水処理場の設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

、調査、設
せっ

計
けい

、修繕を実
じっ

施
し

しています。

下水道整備課
☎042-724-4297
下水道管理課
☎042-724-4328

問い合わせ

　町田市では1964年から下水道の　町田市では1964年から下水道の整整
せいせい

備備
びび

を始め、を始め、現現
げんげん

在在
ざいざい

は1,675㎞の下水道は1,675㎞の下水道管管
かんかん

が市内に広がっています。古くが市内に広がっています。古く

なった管をそのままにしておくと、なった管をそのままにしておくと、壊壊
こわこわ

れて下水が流れなくなったり、道路にれて下水が流れなくなったり、道路に穴穴
あなあな

が空いて車や人が通れなくなっが空いて車や人が通れなくなっ

たりするたりする恐恐
おそおそ

れがあります。れがあります。

　すべての管を　すべての管を詳詳
くわくわ

しく調べるには多くのお金と時間がかかります。そこで、しく調べるには多くのお金と時間がかかります。そこで、優優
ゆうゆう

先先
せんせん

順順
じゅんじゅん

位位
いい

を決めてから管のを決めてから管の

調調
ちょうちょう

査査
ささ

、、修修
しゅうしゅう

繕繕
ぜんぜん

やや更更
こうこう

新新
しんしん

を行う「ストックマネジメント」というを行う「ストックマネジメント」という方方
ほうほう

法法
ほうほう

でで計計
けいけい

画画
かくかく

的的
てきてき

にに効効
こうこう

率率
りつりつ

よく下水道よく下水道施施
しし

設設
せつせつ

を管理しています。を管理しています。

ストックマネジメントの手
しゅ

法
ほ う

町田市下水道

キャラクター

「雨
あめ

かえる」

　下水道管の中に自走式カメラや浮
ふ

流
りゅう

式
しき

カメラを入れて

壊れているところがないか調べます。1日に700ｍから

1,000ｍを安全に素早く調査することができます。

1年間で平
へい

均
きん

54kmを調査しています。

スクリーニング調査

 調査の様子 自走式カメラ

浮流式カメラ

①管がつくられてからの経
けい

過
か

年数などを基
き

準
じゅん

にして、調査する優先順位を決めます。

②優先順位が高い管から、下水道管の状
じょう

態
たい

を素
す

早
ばや

く調べる   スクリーニング調査   を行います。

③スクリーニング調査の結
けっ

果
か

をもとに、異
い

常
じょう

がある下水道管を詳しく調べる   詳
しょう

細
さい

調査   を行います。

④詳しく調べた結果、壊れそうな下水道管について、修
しゅう

理
り

する方法などを考えます。

⑤修理する方法が決まったら、計画的に工事をして直します。

　上のグラフは、2025年度から11年間でどのくらいお金が

かかるかを表しています。毎年3kmほど下水道管を新しく

したり、直したりしています。（改築更新工事）

　雨水管は汚水管より太いので、費用も高くなります。

スクリーニング調査をした下水道管のうち、詳しい

調査を行うのは全体の15%くらいになるよ。

最
さい

初
しょ

から全部を詳しく調査するよりも、35%くらい

お金を節
せつ

約
やく

できると考えられるんだよ。

下水道を安心・安全に利用するために下水道を安心・安全に利用するために
～下水道の適切な維持管理～～下水道の適切な維持管理～

下水道を安心・安全に下水道を安心・安全に利利
りり

用用
よ うよ う

するためにするために
～下水道の～下水道の適適

て きて き

切切
せ つせ つ

なな維維
いい

持持
じじ

管管
か んか ん

理理
りり

～～ 下水道も健
けん

康
こう

管理が大事

なんだケロ！

1,675kmって、町田市から

沖
おき

縄
なわ

県の那
な

覇
は

市までをまっすぐ

に結
むす

んだ距
きょ

離
り

（約1,525km）

よりもさらに長いんだよ。

更
こう

生
せい

 前 更 生 後

異常が見つかった箇所は、地面を掘
ほ

って新しい管と

取り替
か

える「布
ふ

設
せつ

替
が

え工法」や、古くなった下水道管
の中に新しい管をつくる「更生工法」により、しっかりと
補
ほ

強
きょう

することで、道路の陥
かん

没
ぼつ

のような事
じ

故
こ

が起こら

ないようにするんだ。

改築更新工事

これまでに発行した下水道通信はこちらからご覧
らん

いただけます

2025 2026 2027 2034 20352028 2029 2030 2031 2032 2033 （年度）

（円）
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0

下水道管にかかる改築更新工事費（予定）
ひ

汚水管工事費
お すい

雨水管工事費 工事費年平均額
6億4千万円

がく

おく

安全・安心に下水道

を使っていくため、

下水道施設の維持管理は

必要だケロ！



まちだ下水道通信は、環境に配慮した紙やインクを使用しています。

「地図情報まちだ」で
下水道情報を見てみよう

　「下水道台帳図」（市が管理している汚水管・

雨水管の地図）や「汚水供
きょう

用
よう

開始区
く

域
いき

」（トイレ

やお風
ふ

呂
ろ

・キッチンなどから出る汚水を下水道に

流せる区域）が確認できます。

下水処理場の
見学に来ませんか？
　市には、下水処理場が

2 か所あり、どちらも

団
だん

体
たい

・個
こ

人
じん

での見学を

受け付
つ

けています。

　個人で見学する場合、

鶴見川クリーンセンター
☎044-988-7101

成瀬クリーンセンター
☎042-720-1825

問い合わせ

下水道管理課　☎042-724-4328問い合わせ

⚠⚠引き続き引き続き悪悪
あ くあ く

質質
し つし つ

な点検商法にご注意を！！な点検商法にご注意を！！

　家庭や事業所から出た　家庭や事業所から出た汚汚
よごよご

れた水は、汚水管を通りれた水は、汚水管を通り下水処理場下水処理場まで運ばれます。下水処理場で処理を行いきれいにした水を、川や海にまで運ばれます。下水処理場で処理を行いきれいにした水を、川や海に戻戻
もどもど

しましま

す。町田市では、1977年（昭和52年）に運転を開始したす。町田市では、1977年（昭和52年）に運転を開始した成成
なるなる

瀬瀬
せせ

クリーンセンタークリーンセンターと1990年（と1990年（平平
へいへい

成成
せいせい

2年）に運転を開始した2年）に運転を開始した鶴鶴
つるつる

見見
みみ

川川
がわがわ

クリーンセンタークリーンセンター
の2か所の下水処理場があり、約3,000点ものの2か所の下水処理場があり、約3,000点もの機機

きき

械械
かいかい

や設備を休むことなく動かして、水処理とや設備を休むことなく動かして、水処理と汚汚
おお

泥泥
でいでい

処理を行っています。下水処理場においても、処理を行っています。下水処理場においても、

今後急速に機械や設備の老朽化が進むと今後急速に機械や設備の老朽化が進むと予予
よよ

測測
そくそく

されるため、計画的に詳細調査を行い、されるため、計画的に詳細調査を行い、劣劣
れっれっ

化化
かか

状状
じょうじょう

況況
きょうきょう

やや重重
じゅうじゅう

要要
ようよう

度に応じて工事や修繕を行っています。度に応じて工事や修繕を行っています。

その場ですぐに契約しない

名
めい

刺
し

をもらうなどして、相手の業者名や連
れん

絡
らく

先を確認する

消
しょう

費
ひ

生活センターに相談する

（相談専
せん

用
よう

電話番号　TEL：042-722-0001）

市と関
かんれん

連があると言われたら、市に確認する

（下水道管理課　TEL：042-724-4328）

少しでも怪
あや

しい？？と感じたら、

　ご自
じ

宅
たく

の敷
しき

地
ち

内にある排
はい

水
すい

設備は、個人で管理するものです。

そのため、市や市の委
い

託
たく

業者がご自宅に訪
ほう

問
もん

して、排水管の点検や

清
せい

掃
そう

、修理をすることはありません。また、その費
ひ

用
よう

を請
せい

求
きゅう

する

こともありません。よく確認せず契
けい

約
やく

すると、高い料
りょう

金
きん

を請求される

トラブルになることがあります。必要ない場合は、きっぱりと

断
ことわ

りましょう。

見学希
き

望
ぼう

の場合は
こちらをご確認ください

下水道のつまり・トラブルの時は
こちらをご確認ください

下水処理場を維持するために必要なお金

　右のグラフは、2025年度から11年間にか

かるお金を表しており、この間で総額250億

円以上かかる予定です。

　特に2025年度は、焼却炉を新しくする大

きな工事があるためお金がかかっています。

　市では、機械や設備の劣化状況を調査して

計画的に工事や修繕を行うことで、効率的に

下水処理場を運
うん

営
えい

しています。

下水処理場の老朽化・維持管理下水処理場の老朽化・維持管理下水処理場の老朽化・維持管理下水処理場の老朽化・維持管理
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2025 2026 2027 2034 20352028 2029 2030 2031 2032 2033 （年度）

（円） 下水処理場にかかる修繕費と改良工事費（予定）

改良工事費
修繕費

修繕費・改良工事費の平均額
24億5千万円

かいりょう

　水処理施設では、汚れた水に含
ふく

まれるごみや土
ど

砂
しゃ

を取り除
のぞ

いた後、

微
び

生
せい

物
ぶつ

の力を使って汚れをきれいにします。成瀬クリーンセンター

では2015年度に水処理設備内の散
さん

気
き

装
そう

置
ち

（汚水を処理するため、

微生物の活動に必要な空気を反応タンクに送り込む装置）を高効率

の新しい装置に交
こう

換
かん

する工事を行い、2021年度には沈砂池設備で

ごみを取り除く機械の工事を行いました。これからも計画的に更新

工事を行っていきます。

　下水をきれいにするとき、たくさんの泥
どろ

が発生します。その泥を

「汚泥」と呼
よ

び、脱水機で水分を絞
しぼ

り、焼却炉で燃
も

やして灰にしま

す。汚泥を燃やして出た灰を、コンクリートの原料として再
さい

利用し、

環
かん

境
きょう

にも配
はい

慮
りょ

しています。鶴見川クリーンセンターでは2021年度から

2025年度にかけて、従
じゅう

来
らい

の標
ひょう

準
じゅん

的な焼却炉から、電力と温室効果ガス

を大
おお

幅
はば

に削
さく

減
げん

できる次世代の焼却炉に替える工事を行っています。

に110トンに110トンもの汚泥を
処理しているんだ！

2つの処理場
合わせて1日1日

工事費約8千万円

水処理設備

工事費約13億円

沈
ちん

砂
さ

池
ち

設備

汚泥濃
のう

縮
しゅく

タンク

沈砂池
反
はんはん

応
のうのう

タンク

塩
えんえん

素
そそ

混
こんこん

和
わわ

池
ちち

最
さい

初
しょ

沈
ちん

殿
でん

池
最終沈殿池

焼却炉

脱
だっ

水
すい

機
き

煙
えん

突
とつ

灰
はい

微
び

生
せい

物
ぶつ

観
かん

察
さつ

も追
つい

加
か

できます。

ぜひお越
こ

しください。

工事費約65億円

焼
しょう

却
きゃく

炉
ろ

設備
ちん さ ち

水処理施設

最終沈殿池

汚泥処理施設

汚泥処理施設へ


